
��������	
�

　４月９日、花立自然公園（高部）において、「さくらまつ
りデー」が開催されました。今年のさくらは例年より開花
が遅れましたが、春らしいやわらかな陽気のなか、大勢の
方が花立山を訪れました。
　当日は、大正琴クラブ「琴美会」のみなさんの演奏でス
タート。物産コーナーや和太鼓演奏、カラオケ歌謡
ショー、鷲子祭囃子、お楽しみ抽選会など盛りだくさんの
イベントが催され、みなさんは楽しい一日を過ごしました。
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　３月末から４月中旬まで、やすらぎ

の里公園（小舟）内の水芭蕉園が見ご

ろを迎え、市内外から、多くの方が訪

れました。

　約20アールの水芭蕉園は休耕田を

利用したもので、清流に育てられた白

い可憐な花は、訪れた方に春を届けた

ようで、カメラを手にシャッターを切

る姿があちらこちらで見られました。

―休耕田に水芭蕉――休耕田に水芭蕉―― 休耕田に水芭蕉 ―

　４月８日から３日間、大宮運動公園市民球場（鷹巣）を会場に、 
「全日本クラブ野球選手権茨城大会」が開催され、11チームによる熱
戦が繰り広げられました。
　大会２日目の９日には、地元の大宮クラブ（市体育協会加盟）が
登場。タレントの萩本欽一さんが監督を務める茨城ゴ―ルデンゴー
ルズ（稲敷市）と対戦し、３対８で勝利は逃したものの、中盤まで
は接戦と、健闘しました。
　欽ちゃん球団初の公式戦とだけあって、市民球場では観客動員数
がこれまで最多であった1998年こけら落としの際の3，500人を大
幅に上回る6，000人が訪れ、試合中も時折顔を出す萩本さんに、 
スタンドからは歓声が沸きま
した。
　当日は矢数市長も観戦し、
試合終了後、萩本さんに記念
品として、しいたけや米など
常陸大宮市の特産物を手渡し
ました。
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（４月１日現在・推計常住者）

総人口４７，８２１人（男２３，２９９人、女２４，５２２人）
世帯数１６，１６０世帯
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